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する編み込み型足場の効果を検証するために，本研究では 3 つの目的を設定した。 1 つ目は，脊髄損傷に移植
後の編み込み型足場の構造特性と分解過程を検証する目的で，高解像度で撮像可能である X 線位相差コンピ
ユ}タ断層撮影を用いて解析を行った。さらに，編み込み型足場と海馬神経細胞との共培養では，軸索伸長に
優れる最適なコーティングを検証した。そして，培養実験結果に基づき， Laminin コートした編み込み型足
場とシュワン細胞移植を行い，脊髄損傷再生効果を検証した。その結果，脊髄損傷の移植4 週間後にも編み込
み型足場は，生体内で分解されながら空洞構造を保ち，脊髄移植後に耐えうる機械的強度を保持することを示
した。また，海馬神経細胞との共培養では， Laminin コートした編み込み型足場は，繊維方向に沿った軸索
伸長を促進することを示した。また，編み込み型足場とシュワン細胞の移植は，軸索再生を促進するだけでな
く，再生軸索の伸長方向をも制御し，運動機能回復を促進することを示した。これらの結果から，編み込み型
足場は脊髄損傷細抱移植の新たな治療法として，その臨床的意義は大きく，学位論文に値すると評価する。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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